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今週のキーワード

循環型高分子
再生・バイオベース材とAIが牽引

14
件

記事数

6
カ国

対象国

1.68
mS cm⁻¹

Li⁺伝導度

0.766
Li⁺輸率

今週の全14記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 化学的リサイクル認証 認証制度/
市場動向

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

SCS Standardsが化学的リサイクル施設向け新認証「
SCS-004」を発表。信頼性と透明性を確保し、循環型
プラスチック経済への移行を加速する。

#02
化学的リサイクル法改
正

規制動向/
市場動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

米国プラスチック業界が化学的リサイクル施設を「製
造施設」と分類する法改正を推進。商業化加速と規制
緩和を目指すが、環境保護団体との対立も。

#03 AI素材開発（インド） 企業提携/
AI活用

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

NovyteとChemviraが提携し、インドでAI主導のポリ
マー新素材開発から商業化まで一貫体制を構築。R&D
;期間とコストを大幅削減し、サプライチェーンを強
化。

#04 再生・バイオ複合材 製品紹介/
技術開発

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

Interfacial社が連続ダブルベルトプレス技術で低コス
ト・高性能な再生・バイオベース複合材料を開発。輸
送、建設、医療など幅広い分野で持続可能性と性能を
両立。

#05 PFASフリー素材加速 市場動向/
製品紹介

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

医療技術・食品包装分野でPFASフリー素材のイノベ
ーションが加速。大手化学企業がポリマー加工助剤、
撥水性繊維、コーティングなどの代替品開発を主導。

#06
分解・リサイクルCFR
P

学術論文/
基礎研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

フタル酸無水物由来の硬化剤を用いた、分解・リサイ
クル可能なエポキシ樹脂とCFRP複合材料が開発され
た。昇華による効率的なポリマー分離と炭素繊維回収
が可能。

#07
バイオベースビトリマ
ー

学術論文/
基礎研究

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

d-イソソルビド/フルフラール由来のバイオベースビ
ニログウレタンビトリマーが開発。熱硬化性樹脂の強
度と熱可塑性樹脂の再加工性を兼ね備え、持続可能な
材料設計を革新。

#08 AIと有機化学 学術総説/
AI活用

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

有機化学の課題がAIイノベーションを牽引し、反応予
測、逆合成計画、自律型ラボなど新たなパラダイムを
創出。データスパース性やベンチマークとラボのギャ
ップも指摘。

#09 固体Na金属電池電解質 学術論文/
基礎研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

MOF-イオン液体を組み込んだポリマー固体電解質が
開発され、固体ナトリウム金属電池で高いイオン移動
度と電気化学的安定性を実現。優れたサイクル安定性
を持つ。

#10 固体Li金属電池電解質 学術論文/
基礎研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

偏極BaTiO₃ナノワイヤー活用ポリマー電解質で、固体
リチウム金属電池が25°Cで1.68 mS cm⁻¹の高イオン
伝導度と0.766のLi⁺輸率を達成。高安全性・高エネル
ギー密度電池を実現。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#11 MLと膜分離ガス技術 学術総説/
AI活用

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

機械学習が膜ベースのガス分離技術に与える影響に関
する包括的レビュー。膜の設計、性能予測、プロセス
最適化におけるML活用を調査し、高性能膜開発を加速
する可能性を強調。

#12 Syensqo企業ニュース 企業戦略/
製品応用

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

SyensqoがFreudenbergからサプライヤー賞を受賞し
、BlackRockが出資。NASAのArtemis II月周回ミッ
ションに高機能材料を供給し、高機能材料市場でのリ
ーダーシップを強調。

#13 PVC熱安定剤市場 市場動向/
製品紹介

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

PVC熱安定剤市場は持続可能な化学への転換が加速。
BASFは再生可能原料安定剤のパイロットを進め、Bae
rlocher, ADEKA, Kisuma
Chemicalsなどが非鉛系ソリューションを強化。

#14 DuPont株式併合 企業財務/
IR

●○○○
○

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●○○○
○

DuPontが2026年6月24日発効で1対3の株式併合を実
施。発行済み普通株式数を調整し、株価の引き上げや
株主構成の最適化を目指す企業統治上の措置。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 熱硬化性樹脂の「再加工性」は、貴社の設計前提を根本から変えるか？
ACSが発表したバイオベースビニログウレタンビトリマー（#07）は、熱硬化性樹脂の強度と熱可塑性樹脂の再加工性を
両立します。これは従来の熱硬化性樹脂の常識を覆し、CFRPのリサイクル（#06）など、製品設計やサプライチェーン全
体に大きな影響を与える可能性があります。貴社は、このパラダイムシフトにどう対応しますか？

❷ PFAS規制強化と代替品開発競争、貴社は「PFASフリー」への移行戦略を明確にしているか？
医療技術・食品包装分野でのPFASフリー素材のイノベーションが加速し、Daikinを含む大手化学企業が代替品開発を主導
しています（#05）。PVC熱安定剤市場でも非鉛化・再生可能原料化が進む（#13）など、環境規制は不可避です。貴社
の製品ポートフォリオにおけるPFAS使用状況と、代替品への移行計画は明確ですか？

❸ 次世代電池材料開発、海外の基礎研究成果を「脅威」ではなく「機会」と捉えられているか？
MOF-イオン液体ポリマー固体電解質による固体ナトリウム金属電池（#09）や、偏極ナノワイヤー活用ポリマー電解質
による固体リチウム金属電池（#10）など、海外で高性能な次世代電池材料の基礎研究が進んでいます。これらの技術は
EVや定置型蓄電市場を大きく変える可能性があります。日本の電池・材料メーカーは、これらの海外動向をどのように自
社の成長戦略に組み込みますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

ビトリマー

CFRP再生

AI材料開発
PFASフリー

次世代電池

再生プラ規制

再生複合材

PVC安定剤

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● ビトリマー 機会大 熱硬化性樹脂を再加工可能に —

● CFRP再生 機会大 CFRPリサイクル技術確立 —

● AI材料開発 機会大 R&D;効率化・新素材創出 —

● PFASフリー 注意 新市場獲得・規制対応 開発競争激化・既存品陳腐化

● 次世代電池 注意 高性能電池市場参入 海外技術先行・開発競争

● 再生プラ規制 脅威大 — 規制対応コスト・市場競争力低下
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● 再生複合材 参考 — —

● PVC安定剤 参考 — —
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深掘り ① ― 熱硬化性樹脂の常識を覆すバイオベースビトリマー
#07 | 2026/06/19 | ACS Polymers Au - ACS Publications | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

ACS Polymers Au誌は、d-イソソルビドとフルフラール由来のモノマーから、強固なバイオベースビニログウレタンビ
トリマーが開発されたと報じました。この材料は、熱硬化性樹脂の優れた機械的強度と耐薬品性を持ちながら、熱可塑
性樹脂のように再加工・リサイクルが可能です。低いトランスアミノ化反応活性化エネルギーにより、高温での再加工
性を維持しつつ、従来の熱硬化性樹脂に匹敵する靭性を示します。

ビトリマーは、架橋構造を持つにもかかわらず、温度上昇でネットワークが再配列する「結合交換反応」を起こすこと
で、成形し直しや損傷修復、最終的なリサイクルを可能にします。このバイオベース原料の活用は、石油化学製品への
依存を減らし、環境負荷の低い材料製造に貢献。自動車、航空宇宙、エレクトロニクスなど、高性能と再加工性が求め
られる分野に革命をもたらす可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【機会】熱硬化性樹脂の再加工性付与は、まさに材料科学におけるブレークスルーであり、循環型経済
への貢献という点で非常に大きな機会です。特にCFRPなど、高性能複合材料のリサイクル問題に根本的
な解決策をもたらす可能性があります。日本の材料メーカーは、この技術を早期にキャッチアップし、
自社の熱硬化性樹脂製品ポートフォリオへの応用を検討すべきです。バイオベース原料の採用も、ESG
投資の観点から重要です。 【脅威】この技術が海外で先行し、実用化が進めば、日本の既存熱硬化性樹
脂メーカーは競争力を失う可能性があります。論文では具体的な機械的特性や耐久性の数値が示されて
いますが、実用化には長期的な安定性、大規模生産におけるコスト、加工性、そして様々な環境下での
性能評価が不可欠です。特に、結合交換反応の速度や温度制御の難易度、リサイクル時の材料劣化の有
無は、今後の検証課題となるでしょう。日本のR&D;部門は、この技術の追随だけでなく、独自のビトリ
マー開発や応用研究を加速させる必要があります。

深掘り ② ― CFRPリサイクルを可能にする分解性エポキシ樹脂
#06 | 2026/06/25 | ResearchGate | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

研究者らは、フタル酸無水物由来のデュアル機能性液体硬化剤を用いた、化学的にリサイクル可能なポリマーネットワ
ークのための新しい液状樹脂シリーズを開発しました。この技術は、昇華を通じて効率的なポリマー分離を可能にし、
分解性エポキシ酸熱硬化性ポリマーとリサイクル可能なCFRP複合材料の製造に焦点を当てています。

本研究は、リサイクル可能なバイオベースエポキシビトリマーマトリックスを用いたグリーンかつ高強度なCFRPの製
造と、CFRPからの炭素繊維の効率的な回収戦略を提供することを目的としています。従来の熱硬化性樹脂のリサイク
ル困難性という課題に対し、画期的な解決策を提示し、航空宇宙や自動車分野での環境負荷低減に貢献が期待されます
。
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▶ 技術者の視点

【機会】CFRPは軽量・高強度で多くの産業で不可欠ですが、そのリサイクルは長年の課題でした。本研
究は、分解性エポキシ樹脂と昇華による効率的な炭素繊維回収という具体的な解決策を提示しており、
日本のCFRPメーカーや自動車・航空宇宙産業にとって大きな機会です。これにより、CFRPのライフサ
イクルコスト削減と環境負荷低減が実現し、適用範囲がさらに広がる可能性があります。 【脅威】この
技術が実用化されれば、既存のリサイクル困難なCFRP製品は市場競争力を失う可能性があります。論文
では「効率的なポリマー分離」とありますが、昇華プロセスのエネルギー消費量、回収された炭素繊維
の品質維持、そして大規模生産へのスケールアップの課題は残ります。また、フタル酸無水物由来であ
るため、環境規制への適合性も考慮が必要です。日本の材料メーカーは、この技術を早期に評価し、自
社のCFRPリサイクル技術開発戦略に組み込むか、あるいはこの技術を導入する準備を進めるべきです。
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深掘り ③ ― PFASフリー化が加速する医療・食品包装市場
#05 | 2026/06/25 | ChemSec | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●●

医療技術および食品包装分野で、PFAS（有機フッ素化合物）フリーの代替品に関する革新が急速に進んでいます。She
ll、BASF、Chemours、Daikin、Dow、DuPontなどの大手化学企業が、PFASフリーのポリマー加工助剤、撥水性屋外
繊維、界面活性剤、潤滑油添加剤などを積極的に開発しています。

特に食品包装市場では、紙・段ボール向け耐油コーティングや飲料缶・ファストフード容器向け特殊コーティングなど
、多くのPFASフリーイノベーションが台頭しています。PFAS規制の強化は今後も続くと予想され、PFASフリー技術の
需要はさらに拡大する見込みです。

▶ 技術者の視点

【機会】PFAS規制は世界的な潮流であり、PFASフリー化は避けて通れない道です。日本のDaikinも代
替品開発に名を連ねており、日本の化学メーカーや医療・食品包装関連企業にとっては、新たな市場ニ
ーズに対応し、競争優位を確立する大きな機会となります。特に、食品と直接接触する包装材や医療機
器においては、消費者の安全意識も高く、PFASフリー製品への需要は今後も高まるでしょう。 【脅威
】PFASフリーへの移行は、既存製品の代替品開発、製造プロセスの変更、認証取得など、多大なコスト
と時間を要します。特に中小企業にとっては、大手化学企業が主導する開発競争に追随することが困難
となる可能性があります。また、PFASの優れた機能性を完全に代替できるか、代替品の安全性や環境影
響はどうかといった課題も残ります。日本の企業は、自社のサプライチェーン全体でPFAS使用状況を再
確認し、代替材料の評価、調達先の多様化、そして規制動向の継続的なモニタリングを急ぐ必要があり
ます。

その他の注目記事
SCS Standards、化学的リサイクル施設向け新認証「SCS-004」を発表 (Polyestertime)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

化学的リサイクルの信頼性を高める国際認証制度の登場は、日本の化学メーカーやリサイクル事業者にとって、事業戦
略に組み込むべき重要な動向です。

ACSレビューが示す：有機化学の課題がAIイノベーションを牽引 (Chemical Reviews - ACS Publications)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIが化学R&D;の新たなパラダイムを創出していることを示す総説。日本の化学企業は、自律型ラボや生成分子設計へ
のAI導入を加速すべきです。

Interfacial社、連続ダブルベルトプレス技術で低コスト・高性能の再生・バイオベース複合材料を開発 (Interfacial)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

低コストで高性能な再生・バイオベース複合材料の製造技術は、日本の自動車、建材、医療分野における持続可能な材
料調達の選択肢を広げます。

米国プラスチック業界、化学的リサイクル施設を「製造施設」分類へ法改正を推進 (Plastics Engineering)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

米国の化学的リサイクル施設に対する法分類の変更は、海外展開する日本の化学メーカーにとって、事業環境を大きく
左右する可能性があり注視が必要です。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】#07, #06, #09, #10の論文内容を精査し、自社技術との関連性や応用可能性を検討する。特に次世
代電池材料の数値データは要確認。

• 【調達/経営企画】#05, #13のPFASフリー/非鉛化動向を再確認し、サプライヤーとの情報共有を開始。自社
製品への影響度を評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/経営企画】AIを活用した材料設計・開発に関する社内ワークショップを企画。#03, #08,
#11の事例を参考に、具体的な導入計画を検討する。

• 【法務/経営企画】#01, #02の化学的リサイクル認証・規制動向を詳細に調査し、自社事業への影響（コスト
、許認可、市場競争力）を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】バイオベース・リサイクル可能な高分子材料の長期R&D;ロードマップを再構築。特にビト
リマー技術の動向を注視し、自社開発または提携の可能性を探る。

• 【事業開発】次世代電池材料（特に固体ナトリウム/リチウム金属電池）における協業パートナーやM&A;候補
の探索を開始。海外の基礎研究機関やスタートアップとの連携を視野に入れる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-27
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収録記事一覧

#01 SCS Standards、化学的リサイクル施設向け新認証「SCS-004」を発表、信頼性と透明性を確保
しプラスチック危機に対応

#02 米国プラスチック業界、化学的リサイクル施設を「製造施設」分類へ法改正を推進、商業化加速

と規制緩和を目指す

#03 NovyteとChemviraが提携、インドでAI主導型ポリマー産業向け新素材開発から商業化まで一貫
体制を構築

#04 Interfacial社、連続ダブルベルトプレス技術で低コスト・高性能の再生・バイオベース複合材料
を開発

#05 医療技術・食品包装分野でPFASフリー素材のイノベーションが加速、大手化学企業が代替品開発

を主導

#06 研究者、フタル酸無水物由来のデュアル機能性硬化剤で分解・リサイクル可能なエポキシ樹脂と
CFRP複合材料を開発

#07 ACSが発表：d-イソソルビド/フルフラール由来の強固なバイオベースビニログウレタンビトリ
マーを開発、熱硬化性樹脂の再加工性を革新

#08 ACSレビューが示す：有機化学の課題がAIイノベーションを牽引、反応予測から自律型ラボまで
新パラダイムを創出

#09 RSCが発表：MOF-イオン液体を導入したポリマー固体電解質で、高性能な固体ナトリウム金属
電池を実現

#10 Advanced Portfolio誌が発表：偏極BaTiO₃ナノワイヤー活用ポリマー電解質で、高安全性・高エ

ネルギー密度固体リチウム金属電池が実現

#11 機械学習が膜分離ガス技術を革新：応用進展に関する包括的レビューを発表

#12 Syensqo、Freudenbergよりサプライヤー賞受賞、BlackRock出資、Artemis IIへの材料供給を
発表

#13 PVC熱安定剤市場、BASFらが再生可能原料・非鉛系ソリューションで持続可能性を推進

#14 DuPont、1対3の株式併合を実施、発行済み普通株式数を調整



#01 SCS Standards、化学的リサイクル施設向け新認証
「SCS-004」を発表、信頼性と透明性を確保しプラスチッ
ク危機に対応

01_SCS Standards、化学的リサイクル施設向け新認証「SCS-004」を発表、信頼性と透明性を

概要

SCS Standards and Assurance Systemsは、化学的リサイクル施設のための新認証フレ

ームワーク「SCS-004」を発表しました。この規格は、パイロリシスや解重合などの
技術を用いた難リサイクルプラスチックの処理を検証し、責任ある運用、透明な報
告、信頼できる環境・社会性能を保証します。これにより、ブランドはリサイクル素

材含有量の増加や持続可能性の主張への要求に応えることが可能になり、信頼できる
化学的リサイクル事業の差別化と循環型プラスチック議論の明確化に貢献します。

公開日 2026年06月18日  Polyestertime  国際



詳細

主要成果

SCS Standards and Assurance Systemsは、化学的リサイクル施設の責任ある運用、透明
な報告、信頼できる環境・社会性能を保証する新認証フレームワーク「SCS-004」を正
式に発足させました。この画期的な標準は、プラスチック廃棄物危機に対応し、難リサ
イクルプラスチックの処理に対する検証済みの手段を提供することで、業界に明確な指
針を示します。

技術・認定詳細

SCS-004は、パイロリシスや解重合といった先進的な化学的リサイクル技術を対象とし
ており、これらの施設がプラスチック廃棄物を効率的かつ環境に配慮した方法で、より
小さな分子または炭化水素フラクションに分解することを認定します。認証プロセスで
は、施設の運用が厳格な環境基準と社会基準に準拠しているか、また、サプライチェー
ン全体でのトレーサビリティが確保されているかが評価されます。SCS-004によって、
リサイクルされたコンテンツの品質と純度に関する透明性が向上し、ブランドがより信
頼性の高い持続可能性の主張を行うことが可能になり、グリーンウォッシュの排除にも
寄与します。

背景・業界文脈

現在、プラスチック廃棄物の問題は世界中で深刻化しており、特に機械的リサイクルが
困難な複合プラスチックや汚染されたプラスチックの処理が課題となっています。化学
的リサイクルは、これらのプラスチックを価値ある原材料に戻す有望なソリューション
として注目されていますが、その環境性能や持続可能性に対する疑問も提起されていま
した。SCS-004は、このような状況において、信頼性と透明性のある認証基準を提供す
ることで、真に持続可能な循環型プラスチック経済への移行を促進することを目指して
います。



今後の展望

この認証の導入により、化学的リサイクル業界における信頼性が大幅に向上し、より多
くの企業がこの技術への投資を加速させることが期待されます。SCS-004は、消費者、
規制当局、ブランドに対して、認証された施設からのリサイクル素材が環境的に健全な
プロセスで製造されたことを証明する強力なツールとなります。長期的には、これによ
りプラスチックのライフサイクル全体における環境負荷が軽減され、より持続可能な社
会の実現に貢献するでしょう。

元記事: https://www.polyestertime.com/scs-004-responsible-chemical-recycling-certification/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.polyestertime.com/scs-004-responsible-chemical-recycling-certification/


#02 米国プラスチック業界、化学的リサイクル施設を「製
造施設」分類へ法改正を推進、商業化加速と規制緩和を目
指す

02_米国プラスチック業界、化学的リサイクル施設を「製造施設」分類へ法改正を推進、商業
化加速と規制緩和を目

概要

米国のプラスチック業界は、化学的リサイクル施設を廃棄物管理施設ではなく製造施
設として法的に分類するよう、規制当局に強く働きかけています。この分類変更は、

施設の商業化と許認可プロセスに直接影響し、業界の成長を加速させると考えられて
います。これらの施設は、熱的または化学的プロセス（パイロリシス、解重合など）
を用いて使用済みポリマーをより小さな分子に分解するもので、規制当局は汚染物質

の管理、残留物処理、排出ガス制御の有効性を詳細に審査しています。

公開日 2026年06月24日  Plastics Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

米国のプラスチック業界は、先進的なリサイクル施設を「廃棄物管理施設」ではなく
「製造施設」として法的に分類するよう、積極的に働きかけを行っています。この分類
変更は、化学的リサイクル技術の商業化と施設の許認可プロセスに重大な影響を与え、
業界の成長とイノベーションを加速させる鍵と見なされています。

技術・臨床詳細

先進的なリサイクル施設では、使用済みのポリマーを熱的または化学的プロセス（例え
ばパイロリシスや解重合）によって、より小さな分子や炭化水素フラクションに分解し
ます。これにより、プラスチックは新たな製品の原料として再利用可能になります。し
かし、規制当局はこれらの施設の運用に対して厳格な監視を行っており、特に以下の点
に焦点を当てています。

汚染物質の有効な制御: 処理過程で発生する可能性のある有害物質が適切に管理され
ているか。

残留物の健全な管理: 処理後に残る廃棄物が環境に配慮した方法で処分されている
か。

信頼できる排出ガス制御: 大気への排出物が厳格な環境基準を満たしているか。

これらの規制は、化学的リサイクル技術の安全性と環境適合性を確保するために不可欠
です。

背景・業界文脈

現在、多くの化学的リサイクル施設は、そのプロセスが「廃棄物を処理する」という性
質を持つため、廃棄物管理施設として分類されています。この分類は、より厳しい環境
規制、複雑な許認可要件、そして一般的に製造施設よりも高い運用コストをもたらす可
能性があります。業界は、プラスチックの循環経済を構築するためには、化学的リサイ
クルを新しいプラスチックを製造するプロセスと同様の「製造」と位置付ける必要があ
ると主張しています。これにより、投資が促進され、リサイクル能力が拡大し、より多
くのプラスチック廃棄物が埋立地や焼却炉から転用されることが期待されます。



今後の展望

法的な分類の変更が実現すれば、化学的リサイクル施設は、より合理化された許認可プ
ロセスと、製造業に適用される規制フレームワークの恩恵を受けることになります。こ
れは、北米におけるプラスチックの循環経済を確立するための重要な一歩となるでしょ
う。しかし、環境保護団体や一部の州規制当局は、化学的リサイクルの環境影響につい
て懸念を表明しており、この分類変更がプラスチック業界と環境保護のバランスをどの
ように取るか、今後の動向が注目されます。

元記事: https://www.plasticsengineering.org/2026/06/chemical-recyclings-future-depends-on-legal-

classification-011493/amp/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticsengineering.org/2026/06/chemical-recyclings-future-depends-on-legal-classification-011493/amp/
https://www.plasticsengineering.org/2026/06/chemical-recyclings-future-depends-on-legal-classification-011493/amp/


#03 NovyteとChemviraが提携、インドでAI主導型ポリマ
ー産業向け新素材開発から商業化まで一貫体制を構築

03_NovyteとChemviraが提携、インドでAI主導型ポリマー産業向け新素材開発から商業化まで
一貫

概要

AI駆動型ディープテックスタートアップのNovyte Materialsは、Chemvira Specialty

Chemicalsと提携し、インドのポリマー産業向け高付加価値特殊化学品の開発、製造、
商業化を目指します。Novyteの生成AIプラットフォームは、新素材の発見と合成を大
幅に加速させ、R&D期間を圧縮し、初期段階の試験コストを削減します。この協業に

より、これまで世界各地から調達されていた特殊化学品について、インドを拠点とし
たエンドツーエンドのサプライチェーンが確立されることになります。

公開日 2026年06月18日  ANI (via multiple outlets)  インド



詳細

主要成果

AI駆動型ディープテックスタートアップのNovyte Materialsと、Chemvira Specialty

Chemicalsが戦略的提携を結び、インド国内でポリマー産業向け高付加価値特殊化学品
の開発、製造、商業化までを包括する一貫したエコシステムを構築します。この提携
は、AIを活用した新素材発見の可能性を最大限に引き出し、従来のR&Dプロセスを革新
することを目指しています。

技術・臨床詳細

Novyte Materialsが開発した生成AIプラットフォームは、分子設計から合成経路の予
測、そして材料特性のシミュレーションまでを一貫して行います。この高度なAI技術に
より、研究開発のタイムラインを劇的に短縮し、数年かかっていた新素材の探索・最適
化プロセスを数ヶ月に圧縮することが可能です。さらに、物理的な初期段階の試験への
依存を減らすことで、関連コストを大幅に削減します。Chemvira Specialty Chemicalsの
深い化学品製造と市場展開の専門知識と組み合わせることで、NovyteのAIが特定した革
新的な材料は、迅速にスケールアップされ、商業化へと繋がります。特に、この協業は
インド国内で完結するエンドツーエンドのサプライチェーンを確立し、これまで海外か
らの輸入に依存していた特殊化学品の国産化と安定供給に貢献する見込みです。

背景・業界文脈

特殊化学品市場は、その多様な用途と高い技術要求から、継続的なイノベーションが求
められています。特にポリマー産業では、性能向上、コスト削減、そして持続可能性へ
の対応が喫緊の課題です。従来の材料開発プロセスは、時間とコストがかかる試行錯誤
の繰り返しに依存していましたが、AIの登場により、このパラダイムが大きく変わりつ
つあります。インドは急速に成長する産業基盤を持ち、国内外のサプライチェーンに対
する強靭性が求められています。今回のNovyteとChemviraの提携は、この要求に応え
るための戦略的な動きであり、インドが先進材料科学の分野で自給自足の能力を高める
上で重要な意味を持ちます。



今後の展望

この協業は、AIが材料科学の未来をどのように形作るかを示す好例となるでしょう。AI

プラットフォームによる迅速な材料発見と、インド国内での製造・商業化のパスウェイ
が確立されることで、NovyteとChemviraはインド市場における競争力を強化し、グロ
ーバルサプライチェーンの不安定さに左右されない新たな価値を創造します。将来的に
は、このモデルが他の地域や他の産業分野にも拡大し、より多くの企業がAI駆動型材料
開発の恩恵を受ける可能性を秘めています。また、持続可能な材料への需要が高まる中
で、AIが環境に優しいソリューションを迅速に特定する役割も期待されます。

元記事: https://www.tribuneindia.com/news/business/novyte-chemvera-partner-to-create-india-based-

pathway-for-ai-driven-material-discovery/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tribuneindia.com/news/business/novyte-chemvera-partner-to-create-india-based-pathway-for-ai-driven-material-discovery/
https://www.tribuneindia.com/news/business/novyte-chemvera-partner-to-create-india-based-pathway-for-ai-driven-material-discovery/


#04 Interfacial社、連続ダブルベルトプレス技術で低コス
ト・高性能の再生・バイオベース複合材料を開発

概要

Interfacial社は、リサイクルおよびバイオベースの原料を用いた先進ポリマー複合材料
と持続可能な材料の開発を推進しています。同社の革新的な連続ダブルベルトプレス
技術により、低コストながら高性能な複合材料を実現し、高度なバイオベース難燃性

ポリマー材料も手掛けています。これらの材料は、輸送、建設、医療、消費者市場な
ど、幅広い分野で優れた機械的性能を発揮します。

公開日 2026年06月19日  Interfacial  アメリカ



詳細

主要成果

Interfacial社は、リサイクルおよびバイオベースの原料を活用し、コスト効率に優れつ
つも要求される性能を満たす先進ポリマー複合材料と持続可能な材料の開発において、
顕著な進展を遂げています。特に、独自の連続ダブルベルトプレス技術を駆使すること
で、低コストでありながら高い性能を持つ複合材料の製造に成功しています。

技術・臨床詳細

Interfacial社の主要な技術革新には、以下の点が挙げられます。

低コスト・高性能複合材料: 連続ダブルベルトプレス技術を用いることで、生産効率
を高めつつ、従来の高コスト材料に匹敵する、あるいはそれを上回る機械的強度と耐
久性を持つ複合材料を製造しています。この技術は、均一な複合材料層を高速で連続
的に形成することを可能にし、製造コストの削減とスケーラビリティの向上に貢献し
ます。

高バイオベース難燃性ポリマー材料: 環境負荷の低減と安全性向上を両立させるた
め、バイオベースの割合が高い難燃性ポリマー材料を開発しています。これらの材料
は、厳しい防火基準を満たしつつ、石油由来原料への依存を減らします。

天然繊維複合システム: 天然繊維を強化材として利用した複合材料システムに特化し
ており、輸送機器、建築・建設、医療、消費財市場など、多様な用途で求められる強
力な機械的性能を発揮するよう設計されています。これは、軽量化と持続可能性を同
時に追求する現代の産業ニーズに応えるものです。

背景・業界文脈

近年、持続可能性と環境規制への意識の高まりから、産業界ではリサイクル可能でバイ
オベースの材料への需要が急速に増加しています。特に、化石燃料由来のプラスチック
使用量削減と、使用済み製品のリサイクル率向上は喫緊の課題です。Interfacial社のア
プローチは、これらの課題に対し、性能やコスト効率を犠牲にすることなく実現可能な
ソリューションを提供することで、市場のニーズに応えています。同社の技術は、製品
のライフサイクル全体での環境負荷を低減し、循環経済への移行を支援するものです。



今後の展望

Interfacial社の技術は、様々な産業分野での材料選択に大きな影響を与える可能性を秘
めています。特に、自動車の軽量化、建築物の長寿命化、医療機器の生体適合性向上な
ど、具体的なアプリケーションでの採用が期待されます。同社の継続的なイノベーショ
ンは、持続可能な材料科学の進展に貢献し、より環境に配慮した製品開発を加速させる
でしょう。リサイクル材とバイオベース材の適用範囲を広げ、高性能と環境負荷低減を
両立させることで、市場におけるリーダーシップをさらに強化していくことが見込まれ
ます。

元記事: https://ifllc.com/about/core-competencies/
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#05 医療技術・食品包装分野でPFASフリー素材のイノベ
ーションが加速、大手化学企業が代替品開発を主導

概要

医療技術および食品包装分野で、PFAS（有機フッ素化合物）フリーの代替品に関する
革新が急速に進んでいます。Shell、BASF、Chemours、Daikin、Dow、DuPontなどの
大手化学企業が、PFASフリーのポリマー加工助剤、撥水性屋外繊維、界面活性剤、潤

滑油添加剤などを積極的に開発。特に、食品包装市場では、紙・段ボール向け耐油コ
ーティングや飲料缶・ファストフード容器向け特殊コーティングなど、多くのPFASフ
リーイノベーションが台頭しています。

公開日 2026年06月25日  ChemSec  スウェーデン



詳細

主要成果

医療技術および食品包装の分野において、PFAS（有機フッ素化合物）を含まない代替材
料の革新が目覚ましいスピードで進展しています。Shell、BASF、Chemours、Daikin、
Dow、DuPontといった主要な化学企業が、PFASフリーソリューションの開発に積極的
に注力しており、複数の用途で具体的な成果を上げています。

技術・臨床詳細

PFASフリーのイノベーションは、多岐にわたる製品カテゴリで展開されています。

ポリマー加工助剤: 従来のPFASベースの加工助剤に代わる、環境負荷の低い代替品が
開発されており、ポリマー製造プロセスにおける安全性と持続可能性を向上させま
す。

屋外繊維・撥水性製品: 撥水性や防汚性を必要とする屋外用テキスタイルやアパレル
向けに、フッ素不使用でありながら同等の性能を発揮するコーティング技術や繊維処
理が進化しています。

界面活性剤・潤滑油添加剤: 産業用途で使用される界面活性剤や高性能潤滑油添加剤
においても、PFASを含まない新たな化学組成が考案され、環境・健康リスクを低減
します。

食品包装市場: この分野での革新は特に顕著で、以下の代替品が市場に登場していま
す。

紙・段ボール向け耐油コーティング: グリースや水分に対する耐性を持つが、PFAS

を含まないバリアコーティングが開発され、テイクアウト容器や食品トレーでの
使用が期待されます。

飲料缶・ファストフード容器向け特殊コーティング: 飲料缶の内面やファストフー
ド包装材に用いられる、食品と直接接触する部分のPFASフリーコーティングが実
用化されつつあります。



背景・業界文脈

PFASは、その撥水性、耐油性、耐熱性などの優れた特性から「永遠の化学物質」として
産業界で広く利用されてきましたが、環境中での分解されにくさや人体への健康影響の
懸念から、世界中で規制が強化されつつあります。このため、企業はPFASを含まない安
全で持続可能な代替品への移行を強く迫られています。特に、食品と直接接触する包装
材や、人体への接触が多い医療技術製品においては、消費者や規制当局からのPFASフリ
ー化への圧力が高まっています。

今後の展望

PFAS規制の強化は今後も続くと予想されるため、PFASフリー技術の需要はさらに拡大
するでしょう。大手化学企業の積極的な研究開発投資と、医療技術・食品包装といった
主要産業における代替品導入の加速は、化学物質管理の新たな時代の到来を告げるもの
です。これにより、消費者はより安全な製品を享受でき、企業は持続可能性目標を達成
し、環境保護に貢献することが可能になります。将来的に、PFASフリーは多くの産業に
おける標準的な要件となる見込みであり、関連技術の開発競争は一層激化すると予想さ
れます。

元記事: https://chemsec.org/pfas-free-innovation-the-hottest-sectors-and-where-to-find-alternatives/
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